
 

 

 

ゆり組のお部屋で飼っているあおむしがもう時期蛹になろうとしています。朝からそれに気づき大

喜びの子どもたち。「ウンチいっぱいだし捨てなくちゃ！」「葉っぱも新しくしよう！」とお世話に気合

が入っていますよ。今日はあおむしの葉っぱを収穫するために農園に行って来ました。 

 

カタツムリも 

捕まえたよ 

沢山入れて 

あげよう！ 

メダカ 

捕まえたよ！ 

 

農園のみかんの葉っぱが少なくなって

きていて、あおむしのご飯が無いことに気

付きました。そのため、今日は保育者の提

案で金柑の木の葉っぱを入れて見ること

にしました。「あおむし食べるかな？」と

不安そうではありましたが、あおむしが食

べているかをジーっと見ていましたよ。も

う一匹のあおむしもいつ蛹になるかと毎

日観察している子どもたちです。 

また、蓮池や用水路に大きなオタマジャクシを見つけ、「取りたい！」との声があったので、網を持

ってみんなでオタマジャクシを掬おうとしましたが動きが早くなかなか捕まらず…。そんな時、年長

児が仕掛けた罠にザリガニがかかっているのを見つけ、ザリガニ探しも始まりました。最初は網を池

の中に入れては「何も捕まえられなかったよ…」と残念そうにしていましたが、それを繰り返すうちに

蓮池の底の泥が上がってきて、お目当てのザリガニやオタマジャクシが見えなくなってしまいました。

それでも少しずつコツを掴んできたのか、水が濁らないようにそーっと網を近づけたり、オタマジャ

クシが真近に来てから網を池に入れたりと工夫するようになりました。そして友だちが小さなザリガ

ニやメダカを捕まえると、「私も！」と言わんばかりに夢中で捕まえる事を楽しんでいました。捕まえ

たザリガニやメダカに釘付けな子どもたちでした！ 


